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研究成果の概要（和文）：　本研究の本来の目的は、南北朝から江戸初期の書物の移動データベースの構築にあったが
、『実隆公記』のデータ量が多すぎ、それに対する人員も不足したため、やむなく『実隆公記』（16世紀分）を中心と
した書物の移動・伝授講義編（約3500例）のデータベースを完成し、2013年3月に冊子版として研究成果報告書として
刊行した。とはいえ、これによって、16世紀の室町期の書物の移動と書物をめぐる講義・伝授はほぼ理解可能となった
と思われる。

研究成果の概要（英文）： The primary purpose of this study was the building of transfer of books database 
from Nanbokucho preid to earily Edo preid. But,quantity of database on "Sanetaka koki(16th century)" was t
oo large. So,we finished the building of transfer of books database on "Sanetaka koki"and so on.The databa
se is classified in transfer of books and initiation-lecture of books.And the report was published on Marc
h 2014.
 We can understand the actual condition on books(transfer/initiation/leture...)in 16th century in japan.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
 
 本研究は、平成１８年度～２０年度に行わ
れた「室町期における下賜・献上・進上本の
基礎的研究」（課題番号 18320042、基盤研究
（Ｂ））の成果を受けて、それをより発展さ
せようとしたものである。 
 
２．研究の目的 
 
 研究の目的は、南北朝が始まる建武三年＝
延元元年（1336）から大坂夏の陣が終熄し、
徳川体制が完成する元和元年（1615）までの
約280年間における書物の移動データベース
を作成することにある。研究の目的は、南北
朝が始まる建武三年＝延元元年（1336）から
大坂夏の陣が終熄し、徳川体制が完成する元
和元年（1615）までの約 280 年間における書
物の移動データベースを作成することにあ
る。 
 
３．研究の方法 
  
① 、データベース構築 
 本研究の中心的作業である。代表者および
研究協力者の渡瀬淳子を中心として、他の研
究協力者（内田澪子・松本麻子・高津希和子・
松本大・大坪舞）と共に、『実隆公記』の 16
世紀分の「書物の移動」・「書物の伝授・講義」
のデータ（約 3500 件）を規定のマニュアル
で採り、その後、代表者・渡瀬・大坪で毎年
夏と春にチェック作業を行い、完成させた
（冊子版、報告書参照）。 
② 、文庫調査 
 本研究の第二の目的は、大名文庫にある蔵
書を実見し、奥書などから当該書物の移動状
況を確認する作業である。4 年間の間に、島
原松平文庫・祐徳稲荷中川文庫・宮城県図書
館伊達文庫・熊本大学附属図書館寄託永青文
庫を調査した。但し、今回の報告書では、奥
書などは省いている。正確さを期した結果で
ある。 
③ 、研究会 
 年に 2～3 回、前田の研究室を使って、研
究会を開催した。内容は、データベース構築
の進捗状況報告、『花鳥余情』輪読、研究発
表である。本研究会で発表し、学会発表に繋
がったものも多い。 
 
４．研究成果 
 「研究の目的」でも述べたように、データ
ベースの範囲は、当初の目的では「建武三年
＝延元元年（1336）から大坂夏の陣が終熄し、
徳川体制が完成する元和元年（1615）までの
約 280 年間」であった。 
だが、いかんせん、『実隆公記』のデータ
が量的にあまりに多かったこと（約 3500）、
次いで、データ量に対して採集要員の数（7
名）が不足していたこと、さらに、採集され
たデータの検証作業（チェック要員3名）に、

上記の一覧に掲げたごとく、かなりの作業時
間と手間を要したといった種々の理由のた
め、まことに残念かつ遺憾なことでありなが
ら、完成したデータベース（冊子版）として
は、「『実隆公記』を中心とする書物の移動デ
ータベース」にならざるを得なかった。これ
については、見通しの甘さを痛感している。 
 とはいえ、データベース構築作業を行う
過程において、今後大きな問題にふくらむ可
能性がある問題群が出現したことについて
は、ここで触れておかねばならないだろう。
それは、以後継続されるデータベース構築作
業は言うまでもなく、室町期～江戸初期にお
ける古典的公共圏解明のためにも活かされ
る問題になることは確信している。 
 第一に、三条西実隆という人物が彼の生
きた時代の文化の中心的存在として機能し
ているということの意味合いである。むろん、
この問題については、古くは、原勝郎『東山
時代における一縉紳の生活』（『芸文』、１９
１７年）や芳賀幸四郎『東山文化の研究』（河
出書房、１９４５年）・『三条西実隆』（人物
叢書、１９６０年）、最近では、宮川葉子『三
条西実隆と古典学』（風間書房、１９９５年）
でも縷々論じられているけれども、実際の書
物の移動の面から、改めて実隆のいわゆる文
化活動を見ていくと、新たな視点が開かれて
くる。書物が誰から実隆に、実隆から誰かに、
誰かが実隆を介して第三者に、などといった
書物移動の多様な方向性の中で実隆を改め
て位置づけることが可能となる。この多様な
方向性の多層的な世界こそが実隆を中心と
した交流圏ないしは親密圏と言ってよいだ
ろう。 
 そこで、実隆の具体的な交流圏を見てい
くと、実隆と書物のやりとりをしているのは、
天皇・親王・伏見宮といった皇族から始まり、
摂関家、清華家、大臣家、羽林家、名家、半
家といった貴族の諸階層、加えて、将軍家、
管領、守護、地方の武将といった武家・武士、
五山僧・顕密僧などの僧侶群、貴族や武家の
女房や夫人たち、最後には、実隆と管領・守
護・地方武将等を媒介する宗祇・宗長をはじ
めとする連歌師がいることが分かる。その他、
装幀等で実隆亭に出入りする経師といった
職人たちもその圏域に入ってくるだろう。要
するに、室町期において書かれた物（書物・
短冊・色紙・銘など）に関わる主要な身分・
階層との交流がここから諒解されるのであ
る。 
 そのような人たちと実隆はどのような
書物をやりとりしているか、これらを具体的
に観察することによって、書物のジャンル・
区分と交流関係との関係のありようが明ら
かになり、そこから、単に書物の移動の問題
ではなく、書物と人間および組織・所属集団
の関係のありようを問うことが可能となる
だろう。そういった様々な人間および組織・
集団の関係構図のなかに実隆という人間は
社会的に位置しているのであり、実隆の文化



活動とは、様々な人間および組織との関係性
の中で、役割を適宜かつ随時に変えながら、
彼らの期待に答えるものであったと思われ
る。それを文化活動と呼ぶか、他方、経済活
動と呼ぶかは、仕事の内容に拠るだろうが、
実隆にあっては、一続きのものであったはず
である。そうした書物をめぐる活動の総体こ
そ、実隆固有のありようと言ってよいもので
あった。そうした実隆の活動の全体像、即ち、
総体を見ることによって実隆の立ち位置を
明らかにすることが、室町期における書物を
めぐる文化論および古典的公共圏の具体的
ありようと直結することは言を俟たないだ
ろう。 
第二に、上記の問題とも関連するが、『実
隆公記』に現れる移動する書物群のもつ問題
である。国文学という学問を研究する人間は、
往々にして、国文学で対象とする書物群しか
見ないが、こうした視点で『実隆公記』を見
た場合、それは内包する豊饒な世界のごく一
部を垣間見たに過ぎないだろう。実隆が扱っ
た（書写・見る・遣わす・貸借する・下賜さ
れる・進上する・沽却する）書物は、データ
ベースを見れば、一目瞭然するように実にと
言うか、あまりに多様である。『古今集』・『伊
勢物語』・『源氏物語』といった典型的な古
典・古典的書物は書物の中心とは言えるもの
の、全体から見れば、ほんの一部に過ぎない。
扱った書物群は、仏書・漢籍・有職故実・歌
論書・連歌書・同時代和歌・連歌から色紙・
勧進帳などに及ぶものである。言い換えれば、
当時、世間に出回っていた書物のかなりの部
分を占めるものとなるだろう。公家ならびに
武家・武士の目に触れ、教養・知識の基盤と
なった書物群がこれらのものであるに違い
ない。それは、近代的な学問的区分によって
分割されていない書物群であるとも言える。
こうした書物群とそれを扱った人たちの関
係性を見れば、自ずと当時の社会のありよう、
知と教養のありようが浮かび上がってくる
だろう。 
とまれ、「『実隆公記』を中心とする書物の
移動のデータベース」から読み取れるものは、
簡潔に言えば、室町における知の動きの総体
である。 
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（立命館大学６３０、２０１３年３月、６
５９～６６８頁） 
４，近世における持明院家関連鷹書群の形成
と伝来―『持明院家鷹十巻書』の考察を通
じて（古典遺産６２、２０１３年１月、５
６～７９頁） 
５，鷹書における恋と女の秘伝―「女郎花物
語」を端緒として（アジア遊学１５５、２
０１２年７月、７６～８９頁） 
６，鷹書説話と和歌・講釈―近衛前久『龍山
公鷹百首』を中心として（説話文学研究４
７、２０１２年７月、１８５～１９７頁） 
７，交野の御狩―御鷹飼・鳥柴を中心として
（平安文学研究、衣笠編３、２０１１年９
月、４８～５７頁） 
８，中世初期の京都今宮祭に関する一考察―
祭礼行列の渡物と疫病対策的性格に着目
して（本多健一と共著、アート・リサーチ
１０、２０１０年３月、５０～４１頁） 
 
〔学会発表〕（計 ３ 件） 
前田雅之 
１，『正広自歌合』の本文形成と伝本の様態 
和歌文学会12月例会 2013年12月21日（於
白百合女子大学） 
２，古典的公共圏の成立時期をめぐって─権
力（院政・武家）・勅撰集の編纂・古典注
釈を中心に─  中古文学会秋季大会 
2012年11月4日（於大阪大谷大学） 
３，室町文化と説話 
説話文学会九月例会 2011年10月1日（於
明星大学）（司会を務める。講師は、恋田
知子・堀川貴司・松本麻子） 
 
〔図書〕（計 ４件） 
前田雅之 
１，岡崎真紀子・千本英史・土方洋一・前田
編『高校生からの古典読本』（平凡社ライ



ブラリー、２０１２年１１月、３９０頁） 
２，前田雅之編『もう一つの古典知』（アジ
ア遊学１５５、２０１２年７月） 
３，前田雅之編『中世の学芸と古典注釈』（竹
林舎、２０１１年９月、６２９頁） 
４，古典的思考（笠間書院、２０１１年６月、
３９５頁） 
 
〔産業財産権〕 
○出願状況（計０ 件） 
 
名称： 
発明者： 
権利者： 
種類： 
番号： 
出願年月日： 
国内外の別：  
 
○取得状況（計 ０ 件） 
 
名称： 
発明者： 
権利者： 
種類： 
番号： 
取得年月日： 
国内外の別：  
 
〔その他〕 
ホームページ等 
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